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右
：0
勞
働
者
心
理
學
的
研
究
を
公

S

し
た
る
後
、
ド
イ
ツ
に
招
聘
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ド
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ツ
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介
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ツ
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彼
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成
摄
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④
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し
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ツ
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け
る
彼
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知
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中
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究
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味
を
持
た
る
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も
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が
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れ
ば
、
私
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特
に
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の
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イ
ツ
に
於
け
る
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づ
通
讀
せ
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れ
る
こ
と
を讀
者
に
お
薦
め
し
て
置
き
度
い
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そ
の
理
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は
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の
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究
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立
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と
そ
の
結
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と
が
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合
に
ょ
り
簡
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に
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せ
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の
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此
處
で
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ォ
の
基
本
問
題
に
對
し
て
些
か
讀
者
の
注
意
を
喚
起
し
て
置
く
べ
き
こ
：と
が
あ
る
。
そ
れ
は
彼
が
彼
の
勞
働
者
心
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學
的
研
究
の
お
要
對
魚
とU
:て
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に
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働
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緒
生
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だ
け
を
取
り
擧
げ
て

.居
る
こ
と
で
あ
る
。
.
勞
働
者
の
意
識
生
活 

を
對
象
と
し
て
、
，何
故
に
彼.が
そ
の
感
情
生
括
の一.

面
を
摘
出
す
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點
に
關
し
て
は
不
幸
に
し
て
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な
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满
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さ
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仲
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は
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的
、
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若
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^

は
無
^̂
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的
な
何
あ
か
ひ
反
應
を
條
件
づ
け
る
。
：瓶

來

ぬ

g

學
は
と
の
反
應
に
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そ
れ
の
落
掘
的
條
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を
ぱ
刺
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な
る
術
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つ
て
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あ
ら
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の
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應
>
,彼
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情

的

順

應

.過
，描
を
條
仲
づ
け
る
危
妙
に
如
何
な
る
も
の
が
ぁ
る
か
。
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り
勞
働
者
は
常
に
無
#
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と
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ら
れ
る
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：；，し
か
し
そ
の
危
機
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も
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總

て

同

時

に

個

々

：
の
：勞
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葡
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が

ら

な

タ

て

お

る

ぐ"ニ
き
V、ノ
じ
" ̂

最
赶
の
：勞
働
者4

缠
學
め
ニ
：研
究
に
就
み
て'
/ 

J

セ
五
.

へ.f

五
八1

)
：

Jvr 

-
. 

. 

i
t
t
r 

, 
r



J

s

?

 I 
 ̂

f
i
r
.

t
i
f
y
t
s
K
l
w
^
s
. 

.
^
I
i
§5»
f

か
ダ
-

^

ま̂

：

り̂

;
ぱ̂

ロ

2

h

s

hぱ 
B

1

H

:

!
§
ね
H

:

^

y

h

p

,

l

s

I
.
J
I
W
i
s

if：

:

最
近
0
勞
働
者
.心
：现
學め

： '!

研
究
に
‘就

い

て
. 

:1

お
.

K
*

 

t
l
:

五
八
ニ)

.

,
誰H

T

勞
働
能
率
の
大
小
及
：ぴ
災
祷
事
放
の
發
生
に
對
し
て
は
勞
働
態
度
の
如
何
が
ま
婴

.な
關
係1

^

持
つ
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そ
V
て
勞
働
能
率
の
滑
進
の
た
め
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；
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積

氣

感

精

狀
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賓
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發
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感
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な
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；
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て
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i
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へ
：ぱ

災

害

防

止

の

た

め

；
に

：
は

感

f

活 
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の
货
§

が
赏
要
で
あ
る
こ
と
が
確
め.ら
れ
ズ
ゐ
ろ
。
從
つ
て
こ
の
ニ
つ
の
廣
合
を
通
‘じ
て
望
ま
し
いIこ
は
、
勞
働
者
の
幸
福
に
：

U

F
资
定
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的
な
主
觀
的
狀
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を
維
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こ
と
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あ
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.以
上
私
ハ

I
シ
ィ
.の
勞
働
者
心
理
學
的
研
究'の
'本
質
に
關
し
て
そ
の
概
要
を
傳
へ
た
。
倚
ほ
彼
め
.研
究
所
産
中
に
は
®
だ

與

，味

'わ 

.る
も
の
もU

三
念
ま
れ
て
は
ゐ
る
が
、
そ
れ
は
此
處
に
割
愛
し
て
置
か
ぅ
。

.
そ
レ
‘で
最
後
に
秘
は
彼
の
别
究
，の
本
質
に
關
し
て
適
當
な 

評
-論
を
加
へ
て
と
め
紹
介
文
を
終
り
虔
い
と
思
ふ。
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先
づ
彼
の
研
究
は
種‘々
な
る
點
に
於
い
て
ア
，メ
リ
力.に
於
け
る
職
來
の
産
業.
☆理
學
的
研
究
、
‘
乃
至
は
能
率
研
究
に
對
し
て
新
じ

，

い 

問
題
を
役
す
しv:̂

み
る
.
即
ち
第
.

，1,

に
，"
"前
述0

如
；

V
、：：-

勞
#If.

の
，®
情
.生
を
研
究
の
對
象
と
す
る
こ
と
に
依
つ
.て
眞
に
經
營
の
人 

間
的
^
要̂
素
を
牆
ポ
し
^
!ぬ
：
ぷ

：
こ
，遠
ヵ
：：
第

〕

：1
:に
は
從
来
ァ
メ
リ
カ
に
.；̂

る
-
物̂
處
理
の
問
題
、
換
言
す
れ
：ぱ
經
營
内
ね
於
け
る
勞
働 

者
の
.管
理
ハ
統
ギ
i

導
の
..を
め
ゆ
能
率
心
：理
攀
的
滴
究
が
ザ
舉1

識
的
な
.皮
想
な
學
的
知
曉
輕
驗
に
基
づ
み
て
：說が
れ
た
び
、
 

或
は
寧
に
：か
學
的
心
理
學
的
、
‘，特
に
ま
化
社
含
心
理
學
的
知
識
の
：演
轉
的
利
用
に
過
オ
な
か
つ
た
り
し
て
ゐ
る
狀
藤
に
對
し
て
、
勞
働 

者
め
具
體
的
意
識
生
洁
の
歸
納
的
研
究
の
範
を
示
た
る
こ
と
。
.そ
'し
‘て
第
二I

に
は
ア
.メ
リ
力
，の#
奪の研究とし：

珍ら.
ふ
 

へ
.
1

-5:̂
4

震

赚

者

數

の

多
'數
で
あ
る
こ
と
谈
づ
セ
彼
ぬ
研
究
を
：確
實
に.
や
ぅ
と
は
せ
す
、
マ
寧
ろ
小
數
の
勞
働
者
の
質
的 

な
分
旅
！
^
究
ぢIS

づ
.て
て
る
こ
と
力
從
ク
て
ま
の
點
サ
：

S

来
だ
败
，のS
究S

齋
ほ
歡M

に
本
充
分
で
載
る
と
見
做
さ
れ
る'ご
'と
，が 

あ

:̂>" て
も
、：

'を
|
:貧
的
な
研
贫
は
，充
分
そ
の
不
足
ど
術
ゥ
て
居
レ
、
奉
お
：

^

か
C

Q

iぎ
慎
ポ
な
砰
穷
が
服C
蓄
簡
せ
ら
れ
て
行

く
こ
と
を
寧
ろ
希
望
す
る
も.の
で
あ
る
。
第

S

に
般
來
ア
メ
リ
力
に
於
け'る蜜

！*

研
统
淋
4
,
.
4
^

に
'於
5
:
:
\
^
!
^
:
產

業

精

神

衞

生
 

學
と
て

h
敎
，

働
象
の
變
態
異
常
精

i

勝
の
'研
究
に
集
中
しH

ね

る

：
の
：に

對

れ

て

S
；#

者
廣
神
病
學
的
問
題
を
提
出
す 

る
听
：め

で

’は
な
ぜ
ハ
ま
常
勞
働
者
を
研
究
の
對
象
と
で
選
定
：

し
；：

て
ゐ
多AJ

ぶタ
；：

第

五

：
に

更

it
：

ょ
力
重
婆
な
こ
と
はA 
.
0 

産
業
心
理
攀
は
榮
働
生
活
の
環
境
條
件
を
論
す
る
と
レ
て
も
、
そ
れ
は
個
々
の
客
觀
的
條
件
を
全
く
他
の
も
の
か
ら
遊
離
し
て
、
そ
れ 

col®

獨
.立
に
琪
耍
が
も
：の
，と
見
做
す
の.が
普
通
す
あ
ね
，
ま
な
各
個
人
の
知
能*
け̂
ふ
が
®

器
質
的
耍
因
を
を
れ
自
體0
重
要
き
に 

於

い

研

究
.お
や
を
お
ず
る
.パ
s
'れ
に
對
U gi

W
?

ゆ
各
個
#
の
勞
§

を
彼
の
圣
辕
境
お
偉
？̂て
，.條
件
づ
け
ち
れ
た
る
狀
熊
の
下
に- 

.於
：̂
:る
続1 ；

體
と
分
析
す
る
と
の
重
要
を
認
め

H;

ゐ
る
o

i言
す
れ
ぱ
i

能
率
心
理
：擧
に.於
い

て

寄

肖H
®

巧
"
：

且
つ
抽
一 

魚
約
に
者
察
ま
ら
れ
て
ね
た
人
間
が
ぐ'統

1

的突
'':

具
體
的
な
ハ
ス#
:化
の
#

Vの；；

人

間

：.

で
®
究

；
の
；對

象

と
♦
ち
れ
て
ゐ
る
こ
と
：、
" 

か
ぐ
ず
；

J:

そ
細
め
へ
も

&

を

：云

ふ

機

機

」

で

成
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募
の
人
間
が
普
ざ
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を
な
、タ
®

お
；̂:?-̂

あ
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：ザ
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一；ジ
ジ
；ぺ
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の

以
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の
如
き
諧
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徵̂

^

て
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の
.：研
究
を
.

^

て
.勞
働
#

心
‘
理

學

の

御

洗

ふ

真

做

さ

れ

得

：
る

1

^̂
分
の
振
據
を
示 

ず
$

で
あ
み
、

こ
れ
が
従
來
勞
働
者
心
理
暴
の
研
究
を
知
る
t

と
の
最
も
少
な
か
り
じ
ア
メ
リ
ヵ
學
者
の
手
に
依
つ
て
自
ら
開
拓
せ

.
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⑩
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縱
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あ
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れ
る.。
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；
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；‘第
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ね̂
彼
の
#
究
方
法
：で
お
寒
が
け
：换
ぱ
研
究
の
た
め0
眞
實
な
*

s
を
^

3
^
^
$
セ
ロ
て
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相
當
細
心
の
；i

ー
ぢ
拂， 9,

て
お
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#

は
事
賞
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あ
る
まp.

か
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彼
わ
#
を
倚
據
せ
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耍
方
法
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！
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觀
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報
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.あ
；

奪
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；
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け

れ
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な
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を

向

躲

に
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彼

あ

，場
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^

熏

け
：：

勞

働

者

め
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2
：

觀
§

が

：織

め

著

者
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:
間

；に

：理

解

を

ち

れ

お

.

i
前

述

の

，®

の

感

情 

狀
撒
の
表
現
を
以
わ
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^
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な
ふ
の
を
傳
，
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1
寧
ち
银
.め

默

、
設
サ
も
れ
た
理
解
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せ
彼
律
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が
多
少
眞
實
の
事
實
を
遺
め
：

H

傳
ぺ
.セ
は1

2

な

、い

を

：
こ

れ

等

.の

.疑
問
を
キ
掃
す
べ
き
充
分
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濃
は
少
く
と
ふ
提
供
せ
ら
れ
て
は
ゐ 

な
い
ヴ
チ
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 さ
ま
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右

め
‘如
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疑
f

も
關
聯
じ
セ
、
：，料

の

此

處

て

菌

杳

度

，い

勞

働

者

心

激

擧

が

め

，分

野

を

割

然

老

限
定

，；：：，0^.,^

ぞ

、

；̂
自

體

：
が

獨

立

斜

學

為

し

：

.：て
め

存

在

：を

；承

.
得̂

る

科

を

持

Q.

こ
と
め
益M

必
要
に
し
て
、 

重
要
で
あ
♦
ぎK

ふ
を
と
せ
あ
ざ
？"旣
，̂
勞

働

者

が

る

；理

學

的

研

究

と

：見

做

さ

.る

.ベ
ざ

個

別

的

研

究

は

：ハ
：
候

令

；
へ

鐘

々

'と
t
て

'だ

は

あ 

冬

が

、
；：：：

.除
<
?
^
だ

暮

せ

ら

：れ

タ
-
-
^
あ
る
。'を
わ
て
こ
の
種
め
研
究
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ょ

ヵ

有

効

め

ポ
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托

ー

ぢ

じ

あ

る

：
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は̂
、
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別
的
な
研
究 
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定
：0
科

學

的

地

位

を
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:こ
れ
を
續
當
に
評
偵
仏
得
る
包
括
的
な
科
擧
的
地
盤
が
律
在
す
：る
'こ
と
が
望
ま
し
か
？
個
タ
の
間 

題
に
關
す
を
研
究
の
重
要-で
.を
み
と
と
は
勿

#
で
‘あ
る

が

、

私

は

右

，
の

.意
味
に
於
い
'て
勞
働
者
ね
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:
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:
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咐
言
い
？
ハ>
-
,シ：.
1の
研
痴
は
ア
メ
れ
ヵ
た
於
い
て
ネ
亦
ド‘イ
5
に̂
於
い
て
も
，
共
に
鐵
道
修
縫
：

H

場
，の
馬H

に
就
：い
て
行
は
も
の
，

：で
-4€̂

ク

て
-

レふ
.：
，
-
:
:
-

ギ
イ
.，；

N:

に
於
い
：ぼは一

t
.

ル
：リ
、；̂

い
；
-
1:

乂J
:

ン
一
き
一
、
ル

：

み

'ル
：’、V
'
A 

J
ル
.ハ
ィ
-ム
.や
ニ

1

タ

所

のH

場

ポ

選

ば

れ

巧

る

る
0
:リE: 3
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マ-
:
:
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：
：
、
，
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'
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駕

無

ま

部

藍

.

：：i

輪

、

き
：：

參

塞

.

r
地

：：；：.

薪

小

池

,.'：、■

塞

往
す
る
人
々
が
、.
水
の
過
多
に
對
す
る
陈
禦
•

保
護
方
策
と
’

し
，て
、.
旦
り
生
存
權
掩
護
の
た
め
、此
の
三
大
'

河
川
：の
合
肅
地
搏
に
網
流
す 

る
幾
多
の
火
小
識
ま
流
、！
？
派
川
に
よC
'

て
圓
繞
せ
ら
れ
た
低
濕
地
の)

極
域
毎
に
輪
形
堤
を
説
.

け
、
そ
の
築
齋
か
饥
て
圓
繞
す
る
所
の 

轉
定
の一

孤
域
を
指
す
も
の
で
あ
る
。(

別
頁
冗
I

六
寅
、
本
文
，

11
S

、

冗
ニ
<

s

本
書
に
從
へ
’ぱ
、.
そ
の
.

當
初
に
於
，ては
#
住
者
が
戶 

H

ぼ
败
人
：

霞

i
l

ど

躲

&

他
，瑕
反
ホ
嫌
粮
观
か

.

：勝
圍
に
膝

®

®

の̂

^

現

ど

ぢ

サ

が
'
"

救か：

を傲力
的必要
 

か
ら
、
.

各
隣
接
者
と
協
力
し
て
、
よ
り
大
な
る
位
居
、耕
地
‘
‘を
圓
繞
す
、る‘
輪
形
堤
難
い

‘

て
、，.特
定
水
.

陈
.

地
帶
及
び̂

1̂
肋
梢
水
地
帶
に
自 

■

败

ま
®

!

^

震

霞

於

*

ま
败
陈
撒
微
"

"

求
害
地
.

■

唐
®

墓

、
間
蒙
の
桃
域
的
並

，に

空

間

的

に

獨

立

じ

た

社

會

闕

係

の

1

塊

を

な

じ

て

ゐ

る

，化

故.に
、
'
 

.
此

れ

わ「

&
然

的

地
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